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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

  本研究では，不変集合により構成されるインデックスフィードバック制御システムを数理的に
解析し，その解析結果をもとに新たな制御システムの設計法を開発すること，さらには，インデ
ックスフィードバック制御に適した斬新な問題設定を創出することを目指している．そして，こ
れを達成するために，H20-H22年度の実施期間において，「不変集合を用いたインデックスフィ
ードバック制御システムの数理的解析と設計法の開発」の解決を助成研究の主目的と設定してい
る． 
  H21年度の研究計画では，「インデックスフィードバック制御システムに対する解析法の開発
」および「検証実験によるIFB制御法の有効性・実用性の確認」の実施を予定していた．前者に
関しては，制御系が保証できる制御性能は，利用する不変集合およびその組み合わせに依存する
ことがわかり，その性質を数理的に定式化することができた(雑誌論文として投稿準備中)．また，後
者に関しては，現有の制御対象(DCモータ)をカメラ雲台に置き換え，実際のインターネット環境
を利用した遠隔制御実験をおこなった．この実験をとおして，前述の解析結果に従う結果が得ら
れ，かつ，提案法が実装可能な方法であり，実用的であることを確認した．今後，この装置をも
とに応用実験を進める予定である．                        
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計測自動制御学会関西支部 若手研究発表会 2010. 1. 14 大阪 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

http://genesis.naist.jp/~kogiso/ 

 
 
 
 
 
 
 


